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るし、見積もったようには行かないよ」

「へ～、見積りの精度を検証したことはあるか

い？」

「見積りの精度って？」

「行きなり工数を見積もっていないかい？」

という質問に対して、こちらの意図を計りかね

ている。

「工数の前にそのプロセスで生み出す成果物の

サイズを見積もったかね？」

「いえ、それは・・」と口ごもってしまった。

「ということは、そこで見積もった工数の根拠

は、一体何だね？」

というと、また黙ってしまった。

「もともと、殆ど裏付けのない見積りだから、

合うはずはないよね」

といって、コーヒーとトーストをセットにし

て、二人の前に差し出した。

トーストの香ばしい香りと、コーヒーのほろ苦

い香りが何とも言えない。

二人は、トーストを手に取って、バターやジャ

ムを塗って食べ始めた。

サイズを見積もらないで工数を見積もるという

のは、昔から変わっていないようだ。ソフト

ウェアの現場では、一向にこの種の学習が進ん

でいないのか。

　　　　　　　　 ～～～
「ところでマスター、『ＸＰ』って知って

る？」

と年配の方が、話題を変えてきた。

「皆さんの会話の中に出てくるので、ちょっと

気になって読んでみたけど、大胆な提案だね」

「社内でも話題になっていて、どう扱えばいい

か分からなくて。本当に、自分たちでやれるの

だろうか」

そこでもう一人の若い人が挟んできた。

「あれって、仕様書や設計書を書かないで、

ソースに取りかかって良いと書いてあるので、

みんな惹かれる所があるのです。だって、文書

を書いている時間がないし。書いても中途半端

だし。それを書かなくてもよいとなると、何だ

か、ここに自分たちの問題を解決してくれる方

法があるのではないかと思えてくるのです」

「うまくいっていない人が読むと、みんな惹か

れるだろうね。でも、もともとあなた達は仕様

書や設計書といえるものを書いていないのでは

ないの？」

「いえ、仕様書は書いていますし、設計書も書

こうとするのですが、時間内に書ききれないの

です」

「つまり、もともとそのような文書を書いてい

る時間がないような工数しか与えられていな

い、というわけだね」

「そうです」と、私の罠に簡単にはまってし

まった。彼らは、まだ罠に落ちたことに気付い

ていない。それよりも、味方だと

思っている。

　　　　　　　　 ～～～
「あとになって仕様が変更されると

今年は桜の開花が早く、小学校の入学式のとき

には、ほとんど散ってしまっていた。どうや

ら、地球規模で温度が上がっているのではない

かと思われる。ヒマラヤの氷河も溶け出してい

て、融雪水が溜まる湖の深さが、今までは７０

メートルだったのが、最近は１００メートルを

越えていて、このまま行けば、水が溢れる危険

が出てきているという。場所によっては、水が

干上がってしまうところや、海の水位が僅か１

０センチ上がったことで、国土が波に侵食され

ていく国もある。早く手を打たないと、後が大

変になる。

仕事も、適切に見積もった工数で実現しないよ

うでは、結局は地球環境の悪化に手を貸してい

ることになる。生産性が悪いというのは、単に

社会に負担をかけるというだけでなく、自分た

ちの地球を壊していることにも繋がっているこ

とを認識しないといけない。

　　　　　　　　 ～～～
いつもなら開店の準備を終えて表に看板を出す

と直ぐに客が入って来るのに、今日は珍しく、

まだ誰も来ない。時々あるが、昔、コンサルタ

ントをやっていたとき、１日経っても仕事の関

係のメールが１通も来ないときがあって、みん

などうしているんだろうと不安になったことを

思い出す。時間を持て余すかのように、新聞に

眼を通しながら、つらつら地球に易しい仕事の

仕方をしないと、と考えていたとき、ようやく

２人の客がドアの向こうに見えた。

　　　　　　　　 ～～～
「いらっしゃい」

この２人は、会社に行く前に、とき

どき立ち寄る客である。

「今日は、余裕の時間ですね」と声を掛ける。

２人は、軽くうなずいてカウンターに席を取っ

た。

「今日は朝食を食べてこなかったので、トース

トか何か焼けますか？」

「いいですよ」

「じゃ、僕も」と連れの人も追加した。

何だか、この２人、疲れているようだ。

トーストの準備をしながら、

「少しお疲れですね」と誘ってみた。

「そうなんです。今日も朝起きれなくて、朝食

抜きで来ちゃった」

「仕事が予定通りに行かないのかな？」

「まぁ、最初から予定通りに行くとは思ってい

ないけどね。毎日これじゃ、やっぱりくたびれ

てしまう」

「な～んだ、予定通りに行くことを想定してい

ないの？」

「いや、そんなわけではないのですが・・・」

「でも、そうなんだね」というと、ばつの悪そ

うな顔をしている。

　　　　　　　　 ～～～
「どうして、予定通りに行かないのか分かって

いるのかな？」

「折角見積もっても、あとで仕様変更が一杯来
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疲弊した状態では先に進むことはできない。
新しい方法に取り組むにも、疲弊しないため
の工夫なしには続けることはできない。

いうことは、最初に仕様を把握していないとい

うことだろう。その証拠に、実装段階に入っ

て、あなた達が客先に仕様変更の機会を持ちか

けているだろう？」

「そんなことはないです」

「適切な仕様のレベルに表現できる領域に達し

た人の目には、仕様の変更の大部分は、設計者

が呼び込んでいるように見えるもんだよ。もっ

とも、仕様変更も数％以内に納まるがね」

「そうでない人には？」と年配の方が聞いてき

た。

「客先からの変更の多くは仕様のレベルでくる

ので、仕様のレベルで表現できない人には、そ

れがどこに影響するのかを判断することが難し

く、どうしても、顧客が悪いと映る」

という説明を聞いて、若い人の方が納得顔をし

ている。どうやら頭が柔らかいようだ。

　　　　　　　　 ～～～
「ＸＰといっても、最初にテスト仕様を

書くことになっているんじゃないの？」

「そうですが、要求仕様と違うので」

「ほ～、要求仕様がイメージ出来なくても、テ

スト仕様なら書けるのかね？　それにＸＰは体

系だった手法ではないから、効果に繋がるよう

に取り入れるのは難しいよ」

「どういうことでしょうか？」

「あれは、いわば“ベスト・プラクティス”を

集めたもので、上手く行く方法を、個別に徹底

的にやろうというのが主旨のようだね。あそこ

で提案されているプラクティスを、ある程度使

いこなせる人であれば、幾つかの条件さえ整え

ば、上手く行くだろう。ただし、あなた達に、

状況に合わせてこれらの“プラクティス”を組

み合わせて使う判断が出来るかな？」

「あそこに上がっている方法を全部やる必要は

ないですよね」

「そうだね。状況によっては組み合わせること

ができないものもあるかもしれない。それより

体系だった手法ではないということは、ＸＰで

提唱されているプラクティスを選んで実践した

とき、ＸＰとして上手くいったのかどうかをど

うやって判断するかね」

「そうですね、必ず納期がミートするとは思え

ないですからね」

　　　　　　　　 ～～～
「私の編み出した『派生モデル開発プロセス』

は、体系だった手順をもっているので、規模な

どの条件が合えば、指示に添って実施していく

と、必ず目指す“ゴール”に到達できるのだ

が、ＸＰは、そうは行かないだろうね。提唱者

に直接確認したわけではないので、想像だが、

あの週４０時間というのは、その際の判断に使

うのではないのかね？」

「確かに、これだけは他のプラクティスと異質

なことは感じていたのですが、それ以上、考え

たことはありません」

「週４０時間で仕事を終える。ＸＰはそのた

めに提案されている。スケジュールもそれを

前提にして立てている。だがら週４０時間を

大きくオーバーするとすれば、何かが忘れて

いるということになる。もっとも、『派生モ

デル開発プロセス』で私自身は週３５時間で

仕事をしてきたがね」　　　　　　■
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全
て
が
「
会
社
」
に
あ
っ
て
、
「
社
会
」
と

の
接
点
を
持
っ
て
い
な
い
。
精
々
、
町
内
会

の
行
事
で
借
り
出
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
機

会
が
少
な
す
ぎ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
生

協
な
ど
が
空
気
や
川
の
水
質
の
監
視
活
動
を

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
休
日
な
ど

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
身
体
が
不
自
由
な
人
た
ち
の
世
話
を

す
る
機
会
が
あ
っ
た
り
す
る
が
、
ほ
ん
の
僅

か
で
あ
る
。
街
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
だ
っ

て
、
役
所
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
が
休
日
を
利
用
し
て
や
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
リ
ー
ド
す

る
組
織
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
役
所

　
駅
前
の
通
り
の
角
に
あ
っ

た
葬
儀
屋
さ
ん
の
古
い
建
物

が
壊
さ
れ
た
。
新
し
い
『
セ

レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
』
に
建
て

変
わ
る
よ
う
だ
。
私
の
住
ん

で
い
る
地
域
は
確
実
に
高
齢

化
し
て
い
る
。
既
存
の
小
学

校
の
生
徒
は
減
っ
て
い
る

し
、
赤
ち
ゃ
ん
そ
の
も
の
を

見
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ

た
。
少
し
離
れ
た
丘
陵
地
を

切
り
開
い
た
と
こ
ろ
に
、
新

し
い
住
宅
団
地
が
で
き
た
の

で
、
そ
こ
に
は
若
い
世
帯
が

多
い
し
、
子
供
も
増
え
た
た

め
、
近
辺
に
新
し
い
小
学
校
が
建
っ
て
い

る
。
今
ま
で
あ
っ
た
小
学
校
で
は
、
生
徒

が
減
っ
て
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の

に
。
か
と
い
っ
て
、
急
激
に
若
い
子
供
が

増
え
た
の
で
は
、
既
存
の
校
舎
で
は
対
応

で
き
な
い
。
や
は
り
「
急
過
ぎ
る
」
と
い

う
の
は
無
駄
を
生
む
だ
け
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
我
が
国
は
、
高
度
成
長
期
の
住
宅
政
策

で
「
核
家
族
化
」
を
推
進
し
て
き
た
。
確

か
に
、
都
会
に
労
働
者
を
集
め
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
、
家
族
を
分
離
し
、
若
い
世

代
の
移
動
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
時
の
住
宅
政
策
が
い
ま
だ
に

尾
を
引
い
て
い
て
、
多
家
族
が
長
年
に

亘
っ
て
、
そ
の
家
で
住
み
続
け
る
状
況
は

作
ら
れ
て
い
な
い
。
「
三
世
帯
」
が
住
め

る
よ
う
な
住
宅
政
策
に
転
じ
て
い
れ
ば
、
こ

う
し
た
社
会
投
資
の
無
駄
は
、
相
当
部
分
が

防
げ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
確
か
に
、
建
築
業
者
は
仕

事
が
入
っ
て
も
う
か
る
の
だ

ろ
う
が
、
結
局
は
、
無
駄
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
最
終
的

に
は
国
力
を
消
耗
す
る
こ
と
に
な
る
。
年
金

や
国
民
皆
保
険
な
ど
の
社
会
制
度
は
、
今
の

ま
ま
で
は
数
十
年
後
に
確
実
に
破
綻
す
る
。

そ
の
と
き
の
資
金
と
し
て
確
保
す
べ
き
資
金

を
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
瓦
礫
に
変
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
一
方
で
、
確
実
に
地
域
の
住
民
は
高
齢
化

し
て
い
る
。
企
業
が
リ
ス
ト
ラ
を
加
速
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
退
職
し
た
人
が
増
え

て
い
る
。
彼
ら
は
、
昨
日
ま
で
「
企
業
戦

士
」
と
し
て
働
い
て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
、
嘗
て
の
技
術
を
伝
え
る

べ
く
、
退
職
後
に
中
国
や
ア
ジ
ア
に
出
て
行

く
人
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
人
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
あ
っ
て
、
多

く
の
人
は
、
退
職
後
に
何
か
す
る
こ
と
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
こ
れ
ま
で
日
本
の
「
お
父
さ
ん
」
は
、
仕

事
の
た
め
に
家
庭
を
も
犠
牲
に
し
て
き
た
。

だ
が
、
も
う
一
つ
犠
牲
に
し
た
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
社
会
人
」
と
し
て
の
役
割
で

あ
る
。
日
本
の
「
お
父
さ
ん
」
は
、
生
活
の

音音

　
二
〇
世
紀
の
終
わ
り
に
、

ソ
連
が
解
体
し
、
冷
戦
構
造

の
象
徴
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン

の
壁
が
取
り
払
わ
れ
た
。
こ

の
時
、
「
冷
戦
」
の
時
代
は

終
わ
っ
た
と
多
く
の
人
た
ち

は
思
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
後
も
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
で
「
戦

争
」
が
途
切
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
周
辺
で
は
、
ず

〜
と
く
す
ぶ
り
続
け
て

い
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら

は
、
い
ず
れ
も
国
内
の
闘
争
で
あ
っ
た

り
、
隣
接
国
と
の
あ
い
だ
の
局
地
的

「
紛
争
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

　
さ
す
が
に
湾
岸
戦
争
の
時
は
、
ア
メ

リ
カ
が
本
格
的
に
参
戦
し
て
、
正
規
戦

の
様
相
を
呈
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
「
戦

争
」
と
い
う
認
識
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
一
旦
矛
を
収
め
た
も
の
の
、
当

時
の
中
途
半
端
さ
が
、
此
処
に
来
て
再

び
火
種
に
な
り
か
か
っ
て
い
る
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も
、
ま
だ
ア
メ
リ

カ
の
関
与
は
終
結
し
て
い
な
い
。
主
た

る
闘
い
の
相
手
が
力
を
無
く
し
、
世
界

の
指
示
を
得
た
暫
定
政
権
が
出
来
た
こ

と
で
落
ち
着
く
の
か
と
思
え
ば
、
今
度

は
、
内
部
の
主
導
権
争
い
が
始
ま
っ

た
。
こ
う
な
る
と
、
や
は
り
、
マ
キ
ア

ヴ
ェ
リ
の
言
う
よ
う
に
、
人
は
戦
争
を

一
掃
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
、
必
要
な
備
え
を
す
る
し

か
な
い
。

　
そ
し
て
今
、
日
本
に
と
っ
て
厄
介
な

こ
と
が
起
き
る
。
米
軍
の
イ
ラ
ク
攻
撃

　
　

が
税
金
を
使
っ
て
や
っ
た
の
で
は
意
味
が
な

い
。
あ
く
ま
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る

こ
と
が
大
事
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」
の
よ
う
な
組
織
が
も
っ
と
生
ま
れ
て
こ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
で
一
番

の
ネ
ッ
ク
は
、
活
動
資
金
を
ど
う
や
っ
て
集

め
る
か
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
寄
付
に
関

す
税
制
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
た
め
寄
付
を

集
め
ら
れ
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
財
務
省
も

税
収
が
減
る
の
を
嫌
が
っ
て
、
こ
こ
に
は
踏

み
込
む
気
配
は
見
え
な
い
。
日
本
は
、
「
少

子
高
齢
化
」
の
社
会
が
来
る
と
言
い
な
が

ら
、
結
局
は
何
も
備
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
私
の
妻
が
、
考
え
を
同
じ
に
す
る
数
人
の

主
婦
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
二
年
前
に
リ
サ

イ
ク
ル
の
店
を
再
開
し
た
が
、
今
回
は
、
今

ま
で
の
店
と
は
違
っ
て
、
将
来
、
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」
の
活
動
母
体
に
な
れ
る
よ
う
に
、
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
す
る
よ
う
に
話
し
を
し

て
い
る
。
店
内
は
、
お
客
さ
ん
た
ち
と
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
い
ろ
ん
な
話
し
が
出
来
る

よ
う
に
、
テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て
い
る
。
此
処

に
い
れ
ば
地
域
の
様
子
が
見
え
、
そ
し
て
此

処
か
ら
地
域
に
向
か
っ
て
何
か
を
発
信
す
る

場
と
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
今
ま
で
日
本
の
為
に
働
い
て
き
た
人
た
ち

が
、
「
高
齢
者
」
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
か

ら
お
荷
物
の
扱
い
を
受
け
る
の
を
、
座
視
し

て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
役
割
を
見
出

せ
な
く
な
っ
た
と
き
、
人
は
生
き
る
力
を
も

失
う
。
今
度
は
、
社
会
に
向
か
っ
て
存
在
を

確
認
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
行
か
な
け
れ

ば
、
こ
の
社
会
は
持
た
な
い
。
　
　
■

に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
洋
が
「
戦
闘
地

域
」
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
海
上
自

衛
隊
の
艦
船
を
送
り
込
ん
で
い
る
日
本

政
府
は
大
き
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
。
現

状
に
於
い
て
は
「
参
加
」
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
「
中
立
」
を

装
っ
て
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
。
だ
が
そ
の
際
の

や

り

方

に

よ

っ

て

は
、
日
本
の
国
威
・

国
益
を
大
き
く
損
ね

る

危

険

が

あ

る

。

「
中
立
」
は
、
双
方

か
ら
コ
ケ
に
さ
れ
る

選
択
と
な
り
得
る
。

　
口
利
き
で
金
を
儲
け
る
こ
と
に
右
往

左
往
し
、
地
球
上
か
ら
戦
争
を
終
結
で

き
る
と
い
う
幻
想
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り

漬
っ
た
脳
味
噌
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な

場
面
で
の
対
処
の
方
法
が
出
て
く
る
だ

ろ
う
か
。

見えない老後の生活

今月の一言

「
人
は
戦
争
を
一
掃
す
る
こ
と
も
、
そ
の
魔
の
手
か
ら

　
逃
れ
る
こ
と
も
な
い
」
（
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
）

　
　
﹇
何
が
一
番
「
効
果
的
」
か
（
Ｍ
・
Ａ
・
レ
デ
ィ
ー
ン
著
・
渡
部
昇
一
訳
よ
り
﹈


